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◆
恋
人
つ
な
ぎ
◆

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
カ
ッ
プ
ル
と
揶
揄
さ
れ
て
い
る
伊
藤
櫂
と
安
田
の
２
人
は
夏
の
大
会
終
了
後
の
国
体
の
決
勝
で
戦
っ
た
経
験
が
あ
る
。
試
合
後
に
は
両
チ
ー
ム
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、
２
人
で
恋
人
つ
な
ぎ
。
伊
藤
櫂
は
「
自
分
が
勝
手
に
繋
い
で
ま
し
た
。
懐
か
し
い
で
す
ね
」
と
笑
っ
た
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大阪桐蔭

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

反
撃
の
狼
煙
を

高
い
内
野
陣
に
果
敢
に
挑
み
、
「
自
分
の
軸
を

し
っ
か
り
と
持
っ
て
」
こ
の
４
年
間
を
過
ご

す
。「

入
替
戦
で
熱
く
プ
レ
ー
し
て
い
た
姿
に
ひ

か
れ
た
」
と
話
す
の
は
安
田
。
高
校
時
代
か
ら

熱
く
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
、
聖
光
学
院
高
を
初

の
全
国
４
強
へ
と
導
い
た
安
田
は
「
と
に
か
く

熱
く
野
球
を
や
る
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
で
あ
り
、

１
番
の
強
み
」
と
言
う
。

「
日
の
丸
を
背
負
っ
て
、
自
分
の
力
不
足
を

痛
感
し
ま
し
た
」
。
プ
ロ
野
球
の
世
界
へ
進
ん

だ
選
手
と
一
緒
に
プ
レ
ー
し
、
得
ら
れ
た
も
の

は
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
野
球
よ
り
も
自
身
の
力
の

無
さ
。
「
上
の
レ
ベ
ル
で
や
る
に
は
ま
だ
ま
だ

力
が
足
り
な
い
」
。
こ
の
４
年
間
で
レ
ベ
ル
の

高
い
仲
間
と
研
鑽
（
け
ん
さ
ん
）
を
積
む
。

反
撃
の
狼
煙
を

伊
藤
櫂
と
安
田
の
２
人
は
「
先
輩
方
と
一
緒

に
日
本
一
を
目
指
す
」
と
気
合
十
分
。
活
躍
の

場
が
甲
子
園
か
ら
神
宮
に
変
わ
れ
ど
、
高
校
日

本
代
表
を
経
て
手
に
入
れ
た
精
神
力
、
野
球
の

技
術
、
プ
ロ
へ
の
思
い
に
加
え
、
「
日
本
一
」

へ
の
欲
が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
４
年
ぶ
り
の

リ
ー
グ
優
勝
、
さ
ら
に
は
44
年
ぶ
り
の
日
本
一

へ
－
。
高
校
侍
コ
ン
ビ
が
「
反
撃
」
の
狼
煙

（
の
ろ
し
）
を
あ
げ
る
。

（
為
谷
楓
太
）

場
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て
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て
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て
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全
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＆
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＆
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＆
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＆
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全
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＆
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全
国
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強
＆
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全
国
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強
＆
Ｖ

全
国
４
強
＆
Ｖ

場
慣
れ
し
て
る

高
校
日
本
代
表
を
経
験
し
た
２
人
が
、
中
大

野
球
部
を
盛
り
上
げ
る
。
伊
藤
櫂
と
安
田
は
日

の
丸
を
背
負
い
、
世
界
３
位
に
導
い
た
実
績
を

持
つ
。

「
場
慣
れ
し
て
い
る
と
い
う
か
浮
つ
い
た
感

じ
は
あ
ま
り
し
な
く
て
、
ど
っ
し
り
し
た
感
じ

は
あ
り
ま
す
よ
ね
」
（
清
水
監
督
）
。

国
際
大
会
を
経
験
し
、
大
舞
台
で
躍
動
し
た

か
ら
こ
そ
指
揮
官
の
目
を
見
張
る
も
の
が
あ

る
。

全
国
４
強
＆
Ｖ

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
シ
ン
プ
ル
だ
け
れ
ど
も
長

打
力
が
あ
る
」
と
清
水
監
督
が
語
る
の
は
伊
藤

櫂
。
高
校
時
代
は
名
門
・
大
阪
桐
蔭
高
で
リ
ー

ド
オ
フ
マ
ン
と
し
て
セ
ン
バ
ツ
優
勝
へ
と
導
い

た
が
、
「
高
校
時
代
は
い
つ
も
プ
レ
ー
で
圧
倒

さ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
言
う
。
そ
れ
も
そ
の
は

ず
。
チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
は
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ

ス
タ
ー
ズ
か
ら
１
位
指
名
を
受
け
、
日
本
代
表

の
正
捕
手
だ
っ
た
松
尾
汐
恩
が
い
た
。
伊
藤
櫂

は
松
尾
を
「
持
っ
て
い
る
も
の
の
次
元
が
違
か

っ
た
」
と
語
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
「
大
学
で
４

年
間
野
球
を
し
て
プ
ロ
に
行
く
」
と
い
う
目
標

を
持
て
た
。

「
全
て
の
分
野
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
総
合
的

に
レ
ベ
ル
の
高
い
選
手
に
な
り
た
い
」
と
伊
藤

櫂
。
そ
の
た
め
に
も
中
前
、
石
井
巧
（
文
４
）

ら
上
級
生
が
ひ
し
め
く
層
の
厚
く
、
レ
ベ
ル
の

が、高校の時は泥臭くやろうっ
てずっと言っていて、それは大
学野球の中でも大事だと思って
いる」と話し、安田も「泥臭く
とか熱くという部分を高校時代
大事にしてきた。自分の軸の１
つでもあるし、野球の中で重要
だと思う」と語った。
東都リーグは「戦国東都」と

も呼ばれ、１つの負けが命取り
となる。「泥臭さ」を備えた２
人が負けの許されないリーグ戦
で活躍するのもそう遠くないの
かもしれない。

２人に共通
｢泥臭く｣

伊藤櫂と安田は大阪桐蔭高、
聖光学院高と高校野球の名門校
出身。伊藤櫂は明治神宮大会と
センバツで優勝、安田は夏の甲
子園で４強と輝かしい功績を手
に中大へと進学してきたが、取
材をしていると２人の中で共通
する言葉として「泥臭く」が挙
げられた。伊藤櫂は「高校野球
と大学野球は違うと思います

笑い話です。でもヒットを打っ
て二塁に行ったら馬淵監督は拍
手していましたね」とニヤリ。
それを側から見
ていた安田は
「度胸あるなと
感じました」と
話した。伊藤櫂
が自分を信じる
一打で、チーム
を勝利へ導く。

ほろ苦エピも…
伊藤櫂には高校日本代表での

試合にほろ苦いエピソードがあ
る。それはアメリカを相手に行
われたスーパーラウンド第３
戦。指揮を取っていた高校野球
の名参謀・馬淵史郎監督（明徳
義塾高監督）から「バットを短
く持て」との声が飛んだが、伊
藤櫂は自分を信じ、バットを長
く持ったまま勝負。結果は逆転
を呼ぶ二塁打となった。これに
ついて伊藤櫂は「自分の中では

7㌢、75㌔ 聖光学院高では主に３番
センターで出場し、春夏連続で甲子園
出場。チームメイトには赤堀颯（国学
大）ら 憧れの選手は糸井嘉男（元阪
神タイガース）

春夏連続甲子園出場
♢安田淳平プロフィール♢
やすだ・じゅんぺい 平成16年９月14
日生 東京都出身 聖光学院高卒 17

㌢、81㌔ 大阪桐蔭高では主に１番サ
ードで出場し、第94回選抜高等学校野
球大会では市和歌山戦で１イニング２
HRを記録。憧れの選手は高校の先輩で
ある山田健太（日本生命）

センバツ１イニング２ＨＲ
♢伊藤櫂人プロフィール♢
いとう・かいと 平成16年９月30日生
岐阜県出身 大阪桐蔭高卒 178

甲子園での伊藤
櫂（本人提供）

バ
ッ
ト
を
構
え
る
伊
藤
櫂
（
左
）
と
安
田
（
カ
メ
ラ
・
中
島
遥)



切
り
込
み
写
真
は
恋
人
つ
な
ぎ
を
す
る
安
田
（
左
）
と
伊
藤
櫂

春
の
高
校
野

球
全
国
大
会
で

あ
る
セ
ン
バ

ツ
。
今
年
も
高

校
球
児
の
熱
い

戦
い
が
甲
子
園

球
場
で
行
わ
れ

て
い
た
訳
だ

が
、
栃
木
県
民
で
あ
る
私
は
セ

ン
バ
ツ
の
特
徴
で
も
あ
る
「
21

世
紀
枠
」
に
石
橋
高
校
が
選
出

さ
れ
、
出
場
し
た
こ
と
に
妙
に

感
慨
深
く
な
っ
た
。
石
橋
高
校

は
母
校
で
あ
る
わ
け
で
も
な
け

れ
ば
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
の

高
校
で
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。

過
去
２
回
、
最
終
選
考
ま
で
進

み
な
が
ら
も
涙
を
飲
む
結
果
と

な
り
、
「
三
度
目
の
正
直
」
で

つ
か
ん
だ
セ
ン
バ
ツ
出
場
に
同

じ
栃
木
県
民
と
し
て
素
直
に
応

援
し
た
く
な
っ
た
。
甲
子
園
の

時
に
は
地
元
で
あ
る
栃
木
の
高

校
を
応
援
す
る
の
が
私
の
常
だ

し
、
野
球
に
あ
ま
り
興
味
が
な

い
栃
木
県
民
も
栃
木
の
高
校
が

出
る
際
に
は
関
心
を
寄
せ
る
こ

と
が
多
い
気
が
す
る
。
▼
私
は

「
郷
土
愛
」
が
地
元
の
高
校
に

対
す
る
応
援
へ
の
原
動
力
に
な

っ
て
い
る
と
思
う
。
大
学
に
入

学
し
て
か
ら
東
京
出
身
の
人
と

関
わ
る
機
会
が
多
く
な
っ
た

が
、
東
京
の
人
は
「
地
元
が
好

き
」
と
い
う
感
覚
が
な
い
よ
う

に
見
え
る
し
、
心
な
し
か
東
京

の
高
校
野
球
に
対
す
る
興
味
関

心
も
栃
木
の
人
間
と
比
べ
て
薄

い
気
が
す
る
の
は
「
郷
土
愛
」

の
差
が
生
ん
で
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
▼
上
京
し
て
お

よ
そ
２
年
が
経
っ
た
。
東
京
と

い
う
街
は
確
か
に
便
利
だ
し
、

刺
激
的
だ
。
栃
木
に
い
た
と
き

は
１
時
間
に
１
本
の
電
車
を
逃

さ
な
い
た
め
に
高
校
か
ら
駅
ま

で
走
る
こ
と
が
日
常
だ
っ
た

し
、
新
宿
の
よ
う
な
雑
然
と
し

た
街
な
ん
て
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
こ
こ
ま
で
の
２
年
間
の

生
活
の
中
で
自
分
の
導
き
出
し

た
答
え
は
東
京
よ
り
も
栃
木
の

方
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
。
根

が
田
舎
者
だ
か
ら
東
京
の
せ
わ

し
な
い
感
じ
に
気
疲
れ
す
る
こ

と
も
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が

ら
東
京
よ
り
も
綺
麗
な
空
気
を

吸
え
る
し
、
食
べ
物
だ
っ
て
栃

木
の
方
が
美
味
し
い
と
自
信
を

持
っ
て
言
え
る
。
▼
東
京
で
過

ご
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
郷

土
愛
」
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る

し
、
改
め
て
自
分
が
「
栃
木
が

好
き
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
さ

せ
ら
れ
る
。
▼
あ
と
２
年
後
に

は
就
職
し
て
い
る
は
ず
だ
。
栃

木
に
戻
る
の
か
、
東
京
に
残
る

の
か
、
は
た
ま
た
関
西
に
で
も

行
っ
て
い
る
の
か
。
現
時
点
で

全
く
検
討
も
つ
か
な
い
。
で
も

私
は
断
言
す
る
。
ど
ん
な
こ
と

が
あ
ろ
う
と
栃
木
を
ず
っ
と
好

き
で
居
続
け
る
と
。
（
為
谷
）

新
チ
ー
ム
と
な
り
、
北
村
恵
吾

前
主
将
（
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ

ー
ズ
）
、
森
下
翔
太
前
副
将
（
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
）
ら
プ
ロ
へ
と
進

ん
だ
２
人
が
抜
け
た
中
大
野
球
部

に
今
年
も
頼
も
し
い
ニ
ュ
ー
フ
ェ

イ
ス
が
加
わ
っ
た
。
伊
藤
匠
海

（
文
１
）
や
槙
野
時
斗
（
文
１
）

と
い
っ
た
プ
ロ
注
目
の
投
手
陣
の

ほ
か
、
野
手
は
伊
藤
櫂
人
（
文

１
）
と
安
田
淳

平
（
商
１
）
の

高
校
野
球
日
本

代
表
に
選
ば
れ
た
選
手
ら
が
入

部
。
中
前
祐
也
主
将
（
法
４
）
の

も
と
、
「
反
撃
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
リ
ー
グ
優
勝
、
そ
し
て
日
本
一

を
目
指
す
チ
ー
ム
に
新
戦
力
が
新

た
な
風
を
吹
か
し
、
学
生
野
球
の

聖
地
・
神
宮
で
大
暴
れ
す
る
。

【
関
連
記
事
２
面
】
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